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●
輪
　
蔵 

輪
蔵
と
は
転
輪
蔵
と
も
い
い
、
仏
教
経
典
で
あ
る
一
切
経
（
大
蔵
経
）
を

納
め
る
回
転
式
の
書
架
。 

当
館
一
階
ア
ト
リ
ウ
ム
に
あ
る
輪
蔵
は
平
成
９
年
４
月
に
開
館
し
た
現
在

の
新
図
書
館
の
建
設
一
周
年
記
念
と
し
て
通
学･

通
信
課
程
の
同
窓
会
、
保

護
者
会
、
通
信
教
育
の
学
友
会
等
関
係
諸
団
体
の
寄
付
金
に
よ
り
、
浄
土
宗

総
本
山
知
恩
院
経
蔵
内
の
輪
蔵
を
二
分
の
一
に
縮
小
複
製
し
た
も
の
。 

真
理
探
究
、
学
問
研
究
、
知
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
本
学
の
学
問
の
中
心
た

る
場
所
、
図
書
館
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。 
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●施設および設備●

・図書館構造上の問題を指摘し、今後のセキ

ュリティ対策（人身保護、資料保存）のひ

とつとして「入退館システム」の導入を当

局に要望。

・書庫収容量の限界を予測し、今後の対策と

して地下書庫の建設を当局に要望。

・利用者の動線、サービスの動線、書架排列、

資料排架等の見直し。

・サービスカウンターを１階に集中。

・図書館コンピュータシステムの更新。

●財　務 ●

・外部資金調達のため、資料・設備・事業へ

の直接的な補助金申請。

●国立情報学研究所（NII）関連 ●

・国立情報学研究所（NII）の大学等研究機関

対象の遡及入力支援事業に応募し、２年連

続採択される。

・国立情報学研究所ILL文献複写等料金相殺

サービスへの加入・活用。

・NACSIS-CAT総合目録データベースへの参

加協力。

●委員会制度の活性●

・図書館委員会、収書委員会の活動が図書館

運営の方向舵となっており、選書委員の活

躍が蔵書構築に直結している。

以上は文字どおりの手控えの写しであるが、

これらの成果は上記委員諸氏および課長、首

席専門員をはじめとする全館員の功績である。

館長として満腔の謝意を表したい。

（図書館長・いけみ　ちょうりゅう）

早いもので館長就任以来、丸３年になろう

としている。そのうち３年目は副学長との兼

担となった。そのため負担の過重を感じるこ

とも一再ならずあったが、反面、図書館を広

い視野のなかで把えることができたのは、思

わざる収穫であったと考えている。

以下に、館長室机上の手控えを繰りながら、

図書館実績のいくつかを摘記し、今後の運営

方針策定の材料としたい。

●情報サービス●

・OPACやデータベースの使用法講習を定期

的に開催。

・貴重書について、その閲覧申請様式の改善、

取扱い基準を作成し、運用することにより、

今後の保存対策も確立させる。また、取扱

いの心得を作成し、利用上の教育を始める。

・掲載・出陳等特殊利用の取り扱い基準を作

成し、運用を始める。

●収書および情報管理●

・収書基準の適用の徹底。

・寄贈・購入ともに受入を慎重に吟味。

・大型（高額）図書の購入手続き・基準を設

定し、効率性と透明性のアップを図る。

・書庫収容量、利用頻度、予算額等勘案した

上での資料形態の選択（例えば電子ジャー

ナルの導入、電子資料への切替）。

・大学全体の学部構成に対応した蔵書の構築。

・処理能力（件数、スピード、とくに書誌の

品質）の向上。

・積年の課題であった中国語資料の整理が順

調に進行。
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Ⅰ．はじめに

図書館利用者アンケートによれば、資料費
が全国平均よりも下回っているにもかかわら
ず、本学図書館の蔵書の満足度は60％であっ
た。これを満足率80％にするにはどうすれば
よいのだろうか？

Ⅱ．利用者満足度６０％の蔵書

昨年 9月に実施した図書館利用者アンケー
トによれば、本の「品揃え」については満足
度60％、雑誌の「品揃え」については57％で
あることが判明した。
この数字は、わが国の大学図書館としては

比較的高い数字である。
学生一人当たりの資料費が全国平均

（26,418円）よりも下回っている（25,900円）
にもかかわらず、60％の満足度を維持してい
るのにはいくつか理由がある。

Ⅲ．満足度６０％の収書活動

１．収書基準に基づく収書・選書

佛教大学図書館では、アメリカ図書館協会
が策定したコンスペクタス方式によって、平
成14年 3 月、「研究テーマ／NDC分類別収書
基準」を作成し、この「基準」に基づいて収
書・選書をおこなっている。このことが選書
の高い質と系統的でバランスのよい収書を保
証している。
社会学部公共政策学科の新設や保健医療技

術学部の創設にともなって、機敏に収書基準
の見直しを行なった。
時代の変化と学問の進展を踏まえ、平成18

年度には全面的な見直しを進める予定である。
２．効率的収書・選書システム

図書館収書委員会と学部選書委員

佛教大学図書館では、平成15年度、図書館
委員会の下に図書館収書委員会を設け、平成
16年度には、図書館収書委員会の下に学科毎
に学部選書委員を選び、図書館職員も含めて、
年間10回の選書日を設定して選書を行なって
きた。
資料室と図書館の違いを意識した同時選書

平成17年度からは学部資料室と図書館との
違いを意識した、学部資料室の選書と図書館
の選書を同時に行なうように改善して、無駄
な複本を極力少なくした。
選びたくなるような見計い書架づくり

また、選書委員が選びたくなるような見計
い図書の搬入をすすめるために、選書委員と
見計い取次業者との意見交換会を持ち、見計
い図書の搬入の改善をはかった。
オンラインジャーナルの導入

さらに、図書館での利用実態を調査し、利
用の少ない雑誌の購入を停止にして、新たな
雑誌の購入をおこなった。
また、平成16年度からは佛教大学の学部構

成を考えて、アグリゲーターによるオンライ
ン電子ジャーナル（EBSCOhost）の提供サ
ービスを実施した。これによって、フルテキ
ストの外国雑誌2060タイトル（その内査読誌
1500タイトル）の論文を学内のどこからでも
24時間利用することができるようになった。
フルテキストを収録しているペーパー雑誌

については購入を停止し、その節約経費を使
って、出版社が提供するオンラインジャーナ

満足度８０％の蔵書づくりをめざして

竹　村　心

（1）

（2）

（3）

（4）
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ル（SAGE、OXFORD）提供サービスを実現
した。
見直した資料費配分

佛教大学図書館では平成16年度より以下の
ような 3 つの運営方針を定めた。すなわち、
①学部教育との連携をより強化し、教学・進
路と関連した図書館活動を実施する。
②学生にとって学習と情報収集のために行か
ずにいられなくなるような雰囲気と活気に満
ちた学習図書館を実現すること。
③研究者にとって、体系的な蔵書構築と豊富
な研究資料を整備し、情報社会を享受した研
究図書館を構築・運営する。
この 3つの運営方針を実現するために、新

たに「学生用図書」、「特別収集：研究基礎資
料」、「特別収集：近世資料」、「特別収集：浄土
宗資料」の資料費区分を設けて、フレキシブ
ルに特色ある蔵書構築を行なえるようにした。

Ⅳ．満足度８０％の蔵書構築をめざして

それでは大学図書館の蔵書に対する利用者
の満足度を80％にするにはどうすればよいの
だろうか？
今日の大学財政をめぐる状況は、佛教大学

も同様に18歳人口の減少や経済のグローバル
化によって厳しさを増している。
資料費を大幅に増やすことは極めて難しい。
こうした状況の下にあって、収書・選書活

動をいかに改善するかが問われている。
「研究テーマ／ＮＤＣ分類別収書基準」の

全面的な見直しと学部収書方針づくり

それにはまず、「研究テーマ／ＮＤＣ分類
基準」を全面的に見直して、佛教大学の教
育・研究の現状にふさわしく、的確な深度と
拡がりを収書に反映することが求められてい
る。
また、学部の収書方針を作って、学部資料

室と図書館の蔵書づくりに役立てたい。
選びたくなるような見計い図書の棚作り

フレッシュな選書を行なうには、現物を手
にとって本を選ぶことが肝要である。そうし
た意味からも見計い図書の棚作りは大切であ
る。選びたくなるような棚作りをめざして平
成18年度も選書委員と見計い取扱業者との意
見交換の場を引き続き設けたい。
選書への選書委員の出席率の向上

魅力ある見計らい図書の棚ができれば、現
物を見ながらの本選びは実に楽しいものであ
る。「研究テーマ／ＮＤＣ分類別収書基準」
に基づいて的確な本選びを選書委員の方々に
していただくならば、満足度80％の蔵書づく
りに一歩近づくだろう。
学生用図書と選書ツアー

選書委員は学生に読ませたい本を選択して
いるが、学生が読みたい本と必ずしも同じで
はない。このズレを埋める試みとして、学生
を大型書店に引率し、一人５冊を選ぶ「選書
ツアー」を 9月におこなった。
この取り組みは本好きの学生が本離れの学

生も巻き込んで、本を読む活動を生み出した
ことも含めて、ダイナミックな選書の一つの
流れをつくっていることに注目したい。
現物貸借サービスの開始

佛教大学の収書基準に含まれない本や絶版
本は所蔵している他大学図書館から借り受け
なければ、利用できない。こうした要望に応
えて、平成18年度から佛教大学図書館は現物
貸借サービスを開始する。こうしたサービス
も満足度80％に近づく有力な方法の一つであ
ることにかわりない。

以上の 5項目を完全に実施するならば、満
足度80％の蔵書づくりに近づけるだろう。

（図書館専門員･たけむら　まこと）

（1）

（5）

（2）

（3）

（4）

（5）
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○平成１７年度図書館委員会委員
笹田　教彰（文学部総務担当主任） 委員長

谷川　至孝（教育学部総務担当主任） 副委員長

大束　貢生（社会学部総務担当主任） 副委員長

藤松　素子（社会福祉学部総務担当主任）副委員長
藤本　淨彦（副学長）
原田　敬一（文学部長）
西岡　正子（教育学部長）
広瀬　卓爾（社会学部長）
岡村　正幸（社会福祉学部長）
小林　隆弘（財務部長）
池見　澄隆（図書館長）
瀬澤　且博（図書課長）
古川　千佳（図書館専門員）
竹村　　心（図書館専門員）
飯野　勝則（図書館専門員）

○平成１７年度収書委員会委員
大束　貢生（社会学部総務担当主任） 委員長

笹田　教彰（文学部総務担当主任） 副委員長

谷川　至孝（教育学部総務担当主任） 副委員長

藤松　素子（社会福祉学部総務担当主任）副委員長
池見　澄隆（図書館長）
瀬澤　且博（図書課長）
古川　千佳（図書館専門員）
竹村　　心（図書館専門員）
飯野　勝則（図書館専門員）

○平成１７年度学部選出選書委員会委員
（文学部）
安達　俊英、今堀　太逸、小野田俊蔵、笹田　教彰、長友千代治、
西川　利文、門田　誠一、持留　浩二、若杉　邦子
（教育学部）
黒川　嘉子、谷川　至孝、中村　義行、西村　隆司、松瀬　喜治、
山田　泰嗣
（社会学部）
大束　貢生、富田　英典、藤田　和夫、星　明、的場　信樹
（社会福祉学部）
池本美和子、神谷　栄司、末崎　栄司、中田智惠海、丹羽　國子、
藤松　素子、朴　　光駿



－ 9－



－ 10 －



（1）

近
世
京
都
の
地
誌
、
名
所
記
は
本
書
『
花
洛
細
見
圖
』
の
序
文
に
も
紹
介
さ

れ
て
い
る
「
山
城
名
所
記
」「
京
わ
ら
ん
べ
」「
京
は
ぶ
た
へ
」「
雍
州
府
志
」
を

は
じ
め
、
の
ち
に
叢
書
を
編
む
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
あ
ま
た
著
さ
れ
、
愛
さ
れ

て
き
ま
し
た
。「
京
都
叢
書
」
の
名
で
は
京
都
叢
書
刊
行
会
、
光
彩
社
が
、「
新

修
京
都
叢
書
」
の
名
で
は
光
彩
社
、
臨
川
書
店
が
、「
新
撰
京
都
叢
書
」
の
名

で
は
臨
川
書
店
が
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
し
て
お
り
、
近
代
現
代
ま
で
み
れ
ば
京
都
関

係
の
著
作
を
集
め
た
も
の
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
う
ち
「
新

修
京
都
叢
書
」
に
名
を
連
ね
る
近
世
京
都
本
の
一
部
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

『
京
童
』（
き
ょ
う
わ
ら
べ
）、『
京
童
跡
追
』（
き
ょ
う
わ
ら
べ
あ
と
お
い
）、『
京

雀
』（
き
ょ
う
す
ず
め
）、『
京
雀
跡
追
』（
き
ょ
う
す
ず
め
あ
と
お
い
）、『
京
羽
二

重
』（
き
ょ
う
は
ぶ
た
え
）、『
京
羽
二
重
織
留
』（
き
ょ
う
は
ぶ
た
え
お
り
ど
め
）、

『
新
益
京
羽
二
重
織
留
大
全
』（
し
ん
え
き
き
ょ
う
は
ぶ
た
え
お
り
ど
め
た
い
ぜ

ん
）、『
京
独
案
内
手
引
集
』（
き
ょ
う
ひ
と
り
あ
ん
な
い
て
び
き
し
ゅ
う
）、『
都

す
ず
め
案
内
者
』（
み
や
こ
す
ず
め
あ
ん
な
い
し
ゃ
）、『
京
町
鑑
』（
き
ょ
う
ま
ち

か
が
み
）、『
名
所
都
鳥
』（
め
い
し
ょ
み
や
こ
ど
り
）、『
京
内
ま
い
り
』（
き
ょ
う

う
ち
ま
い
り
）、『
都
名
所
車
』（
み
や
こ
め
い
し
ょ
ぐ
る
ま
）、『
都
花
月
名
所
』

（
み
や
こ
か
げ
つ
め
い
し
ょ
）、『
洛
陽
十
二
社
霊
験
記
』（
ら
く
よ
う
じ
ゅ
う
に

し
ゃ
れ
い
げ
ん
き
）、『
都
名
所
図
会
』（
み
や
こ
め
い
し
ょ
ず
え
）、『
拾
遺
都
名

所
図
会
』（
し
ゅ
う
い
み
や
こ
め
い
し
ょ
ず
え
）、『
寶
永
花
洛
細
見
圖
』（
ほ
う
え

い
か
ら
く
さ
い
け
ん
ず
）、『
花
洛
絵
馬
評
判
』（
か
ら
く
え
ま
ひ
ょ
う
ば
ん
）、

『
都
林
泉
名
勝
図
会
』（
み
や
こ
り
ん
せ
ん
め
い
し
ょ
う
ず
え
）、『
雍
州
府
志
』

（
よ
う
し
ゅ
う
ふ
し
）、『
京
師
巡
覧
集
』（
け
い
し
じ
ゅ
ん
ら
ん
し
ゅ
う
）、『
洛
陽

名
所
集
』（
ら
く
よ
う
め
い
し
ょ
し
ゅ
う
）、『
出
来
斎
京
土
産
』（
で
き
さ
い
き
ょ

う
み
や
げ
）、『
菟
芸
泥
赴
』（
つ
ぎ
ね
ふ
）、『
京
城
勝
覧
』（
け
い
じ
ょ
う
し
ょ
う

ら
ん
）、『
山
城
名
勝
志
』（
や
ま
し
ろ
め
い
し
ょ
う
し
）、『
山
州
名
跡
志
』（
さ
ん

し
ゅ
う
め
い
せ
き
し
）、『
京
都
坊
目
誌
』（
き
ょ
う
と
ぼ
う
も
く
し
）、『
扶
桑
京

華
志
』（
ふ
そ
う
け
い
か
し
）、『
山
城
名
跡
巡
行
志
』（
や
ま
し
ろ
め
い
せ
き
じ
ゅ

ん
こ
う
し
）、『
山
城
名
所
寺
社
物
語
』（
や
ま
し
ろ
め
い
し
ょ
じ
し
ゃ
も
の
が
た

り
）、
と
、
こ
ん
な
に
沢
山
の
本
が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、『
花
洛
細
見
圖
』
も
こ
れ
ら
古
今
刊
行
さ
れ
つ
づ
け
て
い
る
京
都
本
の

ひ
と
つ
で
す
。
元
禄
十
七
（
一
七
〇
四
）
年
の
序
を
も
ち
、
表
紙
題
簽
に
は

「
寶
永
」
と
冠
す
る
地
誌
で
す
か
ら
、
江
戸
期
の
京
都
本
の
な
か
で
は
中
期
に

か
け
て
の
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
元
禄
時
代
の
京
都
は
町
人
文
化
が
花
開
い

た
時
期
と
い
わ
れ
ま
す
。
商
業
出
版
も
盛
ん
に
な
り
、
書
肆
が
多
く
立
ち
並
び
、

本
学
に
近
い
西
陣
は
機
織
の
音
も
さ
ぞ
か
し
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

「
花
洛
」
と
は
花
の
都
京
都
の
こ
と
で
あ
り
、
京
都
の
社
寺
仏
閣
や
花
の
名
所

と
と
も
に
お
も
な
年
中
行
事
が
あ
わ
せ
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
冊
目
壹
之
巻
に
は
年
中
行
事
が
集
中
し
て
収
め
ら
れ
、
目
録
（
目
次
）
に

は
「
正
月
體
」「
弥
生
節
句
」「
端
午
」「
七
夕
」「
重
陽
」「
住
吉
踊
」「
大
神
楽
」

「
傀
儡
師
」「
御
火
焼
」
と
九
つ
の
見
出
し
が
た
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
正
月
體
」
の
本
文
中
標
題
は
「
新
春
」
と
な
っ
て
い
て
、
床
の
間
の
三
宝

や
軒
端
の
注
連
縄
飾
り
な
ど
正
月
の
し
つ
ら
い
の
な
か
で
鳥
追
や
千
寿
萬
歳
が

『
花
洛
細
見
圖
』

古
川
　
千
佳

■
新
収
資
料
紹
介



『
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細
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』
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描
か
れ
て
い
ま
す
。

「
弥
生
節
句
」
の
本
文
中
標
題
は
「
上
巳
」、
中
国
由
来
の
行
事
で
五
節
句
の

ひ
と
つ
、
弥
生
三
月
上
旬
巳
の
日
の
節
句
で
、
後
に
「
三
」
を
重
ね
て
三
月
三

日
の
雛
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。「
重
三
」
と
も
い
い
ま
す
。

「
端
午
」
は
旧
暦
で
い
う
五
月
（
午
の
月
）
最
初
（
端
）
の
午
の
日
の
節
句

を
意
味
し
て
い
ま
し
た
。
午
の
日
は
か
な
ら
ず
し
も
「
五
日
」
と
は
か
ぎ
り
ま

せ
ん
が
、
後
に
「
五
」
を
重
ね
た
日
に
な
り
ま
し
た
。
中
国
・
屈
原
の
故
事
に

由
来
す
る
行
事
で
、
軒
端
の
蓬
や
菖
蒲
と
と
も
に
龍
の
の
ぼ
り
や
武
者
人
形
が

飾
ら
れ
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。「
重
五
」
と
も
い
い
ま
す
。

「
七
夕
」
は
中
国
由
来
の
乞
巧
奠
と
日
本
の
祖
霊
信
仰
、
棚
機
津
女
（
た
な

ば
た
つ
め
）
伝
説
が
習
合
し
た
行
事
で
、
床
の
間
に
短
冊
を
つ
け
た
笹
飾
り
が

し
つ
ら
え
ら
れ
た
部
屋
で
梶
の
葉
に
習
字
を
す
る
子
や
屋
外
で
は
川
で
文
机
や

硯
を
洗
う
子
の
姿
も
見
え
、
文
芸
技
芸
の
上
達
祈
願
が
表
れ
て
い
ま
す
。

「
重
陽
」
は
陰
陽
思
想
に
い
う
陽
の
月
の
最
大
値
「
九
」
に
同
じ
数
の
日
を

重
ね
た
九
月
九
日
の
こ
と
で
、
菊
の
露
を
身
に
つ
け
、
菊
酒
を
酌
交
し
て
邪
気

を
払
い
長
寿
を
願
う
と
い
う
菊
の
節
句
で
す
。「
重
九
」
と
も
い
い
ま
す
。

「
住
吉
踊
」
は
堺
・
住
吉
大
社
の
田
植
神
事
と
し
て
今
も
つ
づ
い
て
い
る
も

の
で
す
。
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
同
様
に
御
幣
を
冠
し
た
長
柄
の
大
傘
を

中
心
に
早
乙
女
の
い
で
た
ち
に
紅
絹
の
覆
い
を
つ
け
た
菅
笠
姿
で
踊
る
、
都
の

大
道
で
の
様
子
で
あ
り
、
住
吉
神
社
以
外
で
も
あ
ち
こ
ち
で
踊
ら
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
季
節
は
「
五
六
月
（
も
ち
ろ
ん
旧
暦
で
す
が
）
を
限
る
」
と
あ
り
ま

す
。「

大
神
楽
」
で
は
曲
太
鼓
、
獅
子
舞
を
伴
っ
た
岩
戸
神
楽
の
様
子
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。

「
傀
儡
師
」（
く
ぐ
つ
し
）
に
は
摂
州
西
宮
を
発
祥
の
地
と
し
、
木
偶
（
で
く
）

回
し
と
も
呼
ば
れ
る
傀
儡
師
（
人
形
遣
い
）
が
肩
か
ら
掛
け
た
胸
も
と
の
箱
か

ら
小
さ
な
人
形
を
出
し
て
庭
先
で
門
付
け
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
「
え
び
す
か
き
」、「
え
び
す
ま
わ
し
」
と
も
い
わ
れ
、『
常
照
』
52
号
で

紹
介
し
た
『
十
二
月
あ
そ
ひ
』
で
は
「
恵
比
寿
か
き
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

人
形
浄
瑠
璃
芝
居
の
源
流
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

目
録
見
出
し
「
御
火
焼
」
の
本
文
中
標
題
は
「
火
焼
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

千
社
万
神
の
神
事
と
し
て
街
中
を
行
く
神
輿
と
と
も
に
家
庭
で
も
行
わ
れ
て
い

た
火
焼
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

二
冊
目
貮
之
巻
の
目
録
に
は
「
禁
裏
」（
御
所
）
の
日
之
御
門
・
公
家
門
・
南

門
・
唐
門
及
び
「
花
洛
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
花
の
名
所
、
祇
園
・
高
台
寺
・

知
恩
院
・
御
室
・
右
近
馬
場
・
東
寺
の
「
花
見
之
體
」
が
見
出
し
に
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

「
禁
裏
」
で
は
日
之
御
門
・
南
門
・
唐
門
・
公
家
門
に
清
涼
殿
・
常
御
殿
・

公
卿
殿
上
人
や
後
宮
の
様
子
が
垣
間
見
え
ま
す
。

「
花
見
之
體
」
に
は

園
感
神
院
の
鳥
居
あ
た
り
と
知
恩
院
、
高
臺
寺
と
東

寺
、
御
室
仁
和
寺
と
北
野
神
社
右
近
の
馬
場
が
見
開
き
そ
れ
ぞ
れ
上
下
二
段
に

描
か
れ
て
い
ま
す
。

三
冊
目
参
之
巻
か
ら
十
五
冊
目
十
五
之
巻
に
は
そ
れ
ぞ
れ
神
社
仏
閣
を
中
心

に
見
出
し
が
立
て
ら
れ
、
行
事
な
ど
の
特
記
事
項
は
並
び
書
き
、
付
け
た
り
書

き
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
学
ゆ
か
り
の
浄
土
宗
三
本
山
で
あ
る
百
萬
遍
（
知
恩
寺
）、
黒
谷
（
金
戒
光

明
寺
）
は
四
之
巻
に
、
知
恩
院
は
五
之
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本

学
に
ほ
ど
近
い
今
宮
社
、
大
徳
寺
、
千
本
閻
魔
堂
は
十
四
之
巻
に
、
平
野
神
社

や
金
閣
寺
、
北
野
神
社
は
十
五
之
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

紙
幅
に
限
り
が
あ
る
た
め
十
五
之
巻
ま
で
す
べ
て
を
本
号
に
載
せ
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
時
を
わ
け
て
ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

（
図
書
館
首
席
専
門
員
・
ふ
る
か
わ
　
ち
か
）
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本
書
の
内
に
は
巻
頭
題
が
な
く
、
標
題
は
序
及
び
目
録
（
目
次
）
の
題
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
刷
題
簽
に
雕
ま
れ
た
外
題
は
「
寶
永

花
洛
細
見
圖
」、
こ
の

う
ち
最
初
の
二
字
「
寶
永
」
は
角
書
と
な
っ
て
い
る
。
全
十
五
冊
の
う
ち
第
二
、

五
、
八
、
十
、
十
二
、
十
四
冊
の
題
簽
に
は
、「
花
」
で
は
な
く
「

」
の
字

を
用
い
て
「
寶
永

洛
細
見
圖
」
と
し
て
い
る
。

体
裁
は
大
本
折
本
仕
立
て
、
一
見
無
地
に
見
え
る
紺
表
紙
で
あ
る
が
、
繊
細

な
秋
草
（
女
郎
花
で
あ
ろ
う
か
）
の
文
様
が
描
か
れ
て
い
る
。

本
紙
は
楮
紙
を
用
い
、
見
開
き
に
絵
図
及
び
詞
書
を
彫
る
。
加
茂
の
祭
礼
や

競
馬
、

園
祭
、
相
撲
の
図
、
壬
生
寺
狂
言
、
唐
人
来
朝
図
、
曲
馬
乗
、
四
条

芝
居
體
、
武
家
礼
儀
、
山
伏
峰
入
り
な
ど
行
列
や
見
せ
場
の
多
い
図
は
見
開
き

一
丁
分
を
上
下
二
段
に
分
か
つ
。
本
書
は
京
都
寺
町
の
洛
陽
繪
本
所
・
金
屋
平

右
衛
門
の
板
に
な
る
刊
本
で
あ
る
が
、
蔵
者
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
後
人
の
手

で
一
部
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
か
え
っ
て
は
、
九
之
巻
「
壬
生
寺
」
の
前
「
六
宮

權
現
」
の
あ
と
「
嶋
原
體
」
三
丁
分
を
欠
い
て
い
る
。

「
新
修
京
都
叢
書
」
に
よ
れ
ば
八
之
巻
「
知
積
院
」
の
二
葉
目
と
し
て
収
め

ら
れ
る
檀
林
の
図
は
本
書
に
お
い
て
は
五
之
巻
「
禅
林
寺
」
の
二
葉
目
と
し
て

収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
叢
書
で
は
貮
之
巻
「
花
見
之
體
」
の
最
後
に
収

め
ら
れ
て
い
る
「
御
室
仁
和
寺
」
の
一
葉
は
本
書
で
は
十
五
之
巻
の
最
後
に
付

さ
れ
て
い
る
。
解
題
で
は
「
巻
二
に
入
る
べ
き
」
と
断
定
さ
れ
て
い
る
が
、
目

録
見
出
し
に
あ
る
「
花
見
之
體
」
の
「
御
室
仁
和
寺
」
は
北
野
社
「
右
近
馬
場
」

と
同
葉
の
上
下
に
彫
ら
れ
て
お
り
、
仁
和
寺
の
み
の
独
立
し
た
一
葉
は
「
花
見

之
體
」
に
並
ぶ
社
寺
の
レ
イ
ア
ウ
ト
と
は
体
裁
を
異
に
し
、
む
し
ろ
三
之
巻
以

降
の
寺
社
の
体
と
同
じ
く
し
て
い
る
。
し
か
し
、
目
録
の
見
出
し
に
は
貮
之
巻

「
花
見
之
體
」
以
外
に
御
室
あ
る
い
は
仁
和
寺
の
名
立
て
は
な
い
。
同
叢
書
の

い
う
と
お
り
は
じ
め
か
ら
「
花
見
之
體
」
に
付
さ
れ
て
い
た
も
の
か
、
目
録
名

立
て
の
ほ
か
に
追
刻
さ
れ
た
も
の
か
、
ど
ち
ら
が
本
来
の
か
た
ち
で
あ
っ
た
の

か
は
丁
付
が
な
い
の
で
不
明
で
あ
り
、
他
本
と
の
比
較
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

裏
表
紙
に
は
い
つ
の
こ
ろ
の
旧
蔵
者
名
で
あ
ろ
う
か
「
八
手
幡
氏
」
の
墨
書

が
見
え
る
。

標
　
題：

花
洛
細
見
圖

刷
題
簽：

寶永

花
洛
細
見
圖
、
ま
た
は
　
寶永

洛
細
見
圖

序
　
題：

花
洛
細
見
圖

目
録
題：

花
洛
細
見
圖

刊
　
年：

元
禄
一
七
（
一
七
〇
四
）
年
序
刊

板
　
元：

金
屋
平
右
衛
門
（
京
都
）

形
　
態：

折
本

員
　
数：

一
五
巻
一
五
帖

図
　
数：

見
開
き
一
四
四
丁
分

題
　
簽：

白
無
地
紙
中
央
双
辺

表
　
紙：

紺
色
地
に
秋
草
模
様

本
　
紙：

楮
紙
に
絵
図
お
よ
び
詞
書

大
き
さ：

縦
約
二
六
・
三
×
横
一
八
・
五
㎝

詞
　
書：

漢
字
交
じ
り
平
仮
名
文
（
振
仮
名
、
濁
点
多
）

影
印
図
版
に
詞
書
の
翻
刻
釈
文
を
付
す
が
、
漢
字
に
振
ら
れ
た
仮
名
は
多
数

に
の
ぼ
る
た
め
紙
幅
の
関
係
で
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

●
書
誌
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﹇
首
巻
よ
り
巻
五
ま
で
の
題
簽
﹈
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花
洛
細
見
圖
序

そ
れ
王わ

う

城じ
や
うは

桓く
わ
ん

武む

天
皇

て
ん
わ
う

よ
り
己
来

こ
の
か
た

累る
い

世せ

の
皇く

わ
う

居き
ょ

千
秋し

ゆ
う

萬ば
ん

歳ぜ
い

の
地ち

な
れ
ば
文ぶ

ん

武ふ

長ち
や
う

久き
う

の
守し

ゅ

護ご

と
し
て
霊
社

れ
い
し
ゃ
れ
い

仏ぶ
つ

の

示じ

現げ
ん

あ
り
し
旧き

う

地ち

舊
蹟

き
う
せ
き

も
す
く
な
か
ら
す
此こ

の

故ゆ
へ

に
板は

ん

行く
わ
うの

書し
ょ

物も
つ

山
城

や
ま
し
ろ

名め
い

所し
ょ

記き

を
始は

じ
め

京
わ
ら
ん
べ
京
は
ぶ
た
え
雍
州

よ
う
じ
う

志し

な
ど
さ

ま

く
に
多お

ほ

く
あ
り
と
い
へ
ど
も
今
我
家

わ
が
い
ゑ

に
商
所

　
あ
き
な
ふ
　

の
繪ゑ

本ほ
ん

に
便た

よ
りす

べ
き
書し

ょ

な
き
を
残の

こ
りお

ほ
く
日に

ち

夜や

に
洛
陽

ら
く
や
う

の
東
西

と
う
ざ
い

に
歩あ

ゆ

み
朝て

う

暮ぼ

中ち
う

花く
わ

の
南
北

な
ん
ぼ
く

を
見
め
ぐ
り
神
社

じ
ん
じ
ゃ

仏
閣

ぶ
っ
か
く

故こ

事じ

来
歴

ら
い
れ
き

祭
礼

さ
い
れ
い

法ほ
う

事じ

の
年
中

ね
ん
ぢ
う

行ぎ
や
う

事じ

雪せ
つ

月げ
つ

花く
わ

の
故こ

蹟せ
き

名
所

め
い
し
ょ

等と
う

ま
で
悉
あ

こ
と
ご
と
く

ら
た
め
堂
舎

だ
う
し
や

方
角

は
う
が
く

そ
れ

く
の
容す

が
たを

写う
つ

し
全ぜ

ん

部ぶ

十
五
巻く

は
んの

繪
本
と
す
是
偏ひ

と
へに

一
人
の
手
に
出
る
と
い
へ
ど
も
普あ

ま
ねく

諸
国

し
ょ
こ
く

の
翫
と

も
て
あ
そ
び

な
り
且か

つ

は
洛
陽

ら
く
や
う

独ひ
と
り

案あ
ん

内な
い

の
便た

よ
りの

み
に
あ
ら
ず
又
は
畫
工

ぐ
は
こ
う

の
助た

す
けに

も
な
る
べ
け
れ
ば
是
ま
た

梓あ
つ
さに

ち
り
ば
め
て
永な

が

き
桜さ

く
らの

春は
る

に
む
か
ふ
と
云
り

元
禄
十
七
甲申

歳
正
月
吉
日

寺
町
通
二
条
ル

二
町
目

洛
陽
繪
本
所
　
　
　
　

金
屋
平
右
衛
門
板
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花
洛
細
見
圖
目
録
神
社

名
所
佛
閣

回
跡
年
中

諸
色
行雜

書

壹
之
巻

正
月
體

弥
生
節
句
　
端
午
　
　

七
夕

重
陽
　
　

住
吉
踊
　
　
大
神
楽
　

傀
儡
師

御
火
焼

貮
之
巻

禁
裏
日
之

南
門
御
門

公
家

唐
門
門

花
見
之
體
高園

御
室

高右
臺
寺

近
馬

知
場
　
恩
院

東
寺

參
之
巻

上
加
茂
社
并
競
馬

下
加
茂
社
并
葵
祭

四
之
巻

松
ケ
崎
　
　
干
菜
寺
　
　
百
萬
遍
　
　
吉
田
社

真
如
堂
　
　
黒
谷
　
　
　
銀
閣
寺
　
　
送
り
火

鹿
ケ
谷

五
之
巻

永
観
堂
　
　
南
禅
寺
　
　
粟
田
口
祭
　
庚
申

知
恩
院
　
　
長
樂
寺
　
　
丸
山
　
　
　
東
本
願
寺
御
塚

双
林
寺
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六
之
巻

園
社
并
祭
禮
　

付
山
鉾
　

同
御
輿
洗

夕
涼

七
之
巻

安
居
　
　
高
臺
寺
　
　
八
坂
　
　

霊
山

清
水
寺
并
地
主
祭
　
　
六
道
　
　

六
原
寺

并
相
撲

八
之
巻

大
佛
　
　
卅
三
間
堂
并
矢
数
　
　
　
知
積
院

泉
涌
寺
　
東
福
寺
并
開
山
忌
　
　
稲
荷
社

并
祭
礼

藤
森
社
并
祭
禮

九
之
巻

東
寺
　
　
尼
寺
　
　
六
孫
王
宮
　
嶋
原
體

壬
生
寺
并
狂
言

十
之
巻

本
國
寺
并
唐
人
來
朝
付
曲
馬
乗
　
　
西
本
願
寺

東
本
願
寺
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十
壹
之
巻

五
条
天
使
　
因
幡
堂
并
海
佛
　
　
　
御
影
堂

若
宮
八
幡
　
建
仁
寺
并
木
遺
り
　
　
四
条
芝
居
體

十
貮
之
巻

誓
願
寺
　
　
六
角
堂
并
立
花
　

空
也
堂

神
泉
苑
并
五
位
鷺
　

二
条
御
城
并
武
家
礼
儀

十
參
之
巻

上
御

社
　
下
御

社
并
祭
禮
　

一
条
革
堂

聖
護
院
并
峯
入
躰

十
四
之
巻

相
國
寺
　
　
妙
顯
寺
并
高
祖
御
難
　
大
徳
寺

并
禅
僧
　
　
安
楽
花
　
　
今
宮
社
并
祭
禮

七
墅
社
　
　
千
本
閻
广
堂

十
五
之
巻

北
野
社
并
一
代
能
　
平
野
社
　
　
金
閣
寺

等
持
院
　
　
龍
安
寺
　
　
妙
心
寺
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新
春

長
々
敷
君
か
御
國
の
時
津
風
枝
を
な
ら
さ
ず

お
ど
ろ
か
ぬ
鳥
追
や
屠
蘇
の
さ
か
づ
き
か
さ
ぬ
る
年
は
千
寿
万
歳

は
や
せ
や
と
打
つ
ヾ
み
の
を
と
ま
で
も
み
な
よ
ろ
こ
び
の
和
哥
な
ら
め

【
壹
之
巻
】

上
巳

陽
春
の
徳
そ
な
は
り
て
弥
生
の
空
は
青
楊
を

い
と
な
ま
め
か
し
き
小
女
ま
て
千
筋
の
髪
に
か
け
ま
く
も

神
の
お
き
て
を
さ
か
ら
は
ぬ
し
る
し

桃
色
の
小
袖
は
永
日
の
か
げ
に
う
つ
ろ
ひ
ひ
ゐ
な
の
契
り
あ
さ
か

ら
ぬ
御
代
と
か
や
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端
午

風
雲
を
和
す
龍
の
の
ぼ
り
は
い
と
け
な
き
子
の
勢
に
似
て

な
を
す
ゑ
な
が
き
を
た
の
し
め
り

七
夕

よ
は
ひ
も
な
か
き
う
し
の
角
文
字
よ
り
ま
な
ぶ

（
ゑ
ひ
も
せ
す
）

京
の
わ
ら
は
へ
硯
を
あ
ら
い
つ
く
ゑ
を
そ
ヽ
ぎ
て
梶
の
葉
の

あ
を
空
や
織
女
が
恋
の
三
十
一
字
を
あ
ど
な
き
筆
に
ち
ら
す
る
な
り
し
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重
陽

九
月
九
日
の
節
句
す
べ
て
都
鄙
遠
境
の
世
人
菊
を
あ
つ
め
て

酒
を
も
と
め
一
期
の
栄
は
一
盃
の
酒
と
た
の
し
む
も

陶
渕
明
が
古
に
か
は
ら
ざ
り
き

住
吉
踊

堺
住
吉
の
祭
御
田
植
の
神

と
て
社
中
の
若
僧
い
づ
れ
も
早
乙
女
の
出
立
を
ま
な
び

祝
詞
の
哥
を
う
た
ふ
て
踊
る
毎
年
七
十
余
度
の
祭
の
其
壱
つ
也

そ
れ
を
真
似
て
京
人
の
勧
進
す
る
下
僧
等
女
帯
に
赤
ま
へ
た
れ
す
け
か
さ
に
紅
の
絹

お
ふ
ひ
う
ち
わ
拍
子
を
と
り
都
の
町
を
を
と
り
あ
り
き
て
く
わ
ん
じ
ん
を
乞
そ
の
比

は
い
つ
も
夏
五
六
月
を
限
る
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大
神
樂

神
代
の
む
か
し
天
岩
戸
の
ま
へ
の
御
神
楽
に
八
百
万
神
た
ち

す
ゝ
し
め
の
神
う
た
に
岩
戸
を
す
こ
し
ひ
ら
き
面
し
ろ
や
と
の
神
の
御
声

末
の
代
の
ま
な
び
は
曲
太
鼓
を
打
獅
子
舞
を
し
都
わ
ら
ん
べ
を
い
さ
ま
し
む
る
に

面
白
や
と
は
今
も
い
ゑ
り

実
神
國
の
し
る
し
な
れ
は
い
づ
れ
か
こ
れ
を
あ
ふ
が
さ
ら
ん

傀
儡
師

い
つ
も
春
の
比
は
都
の
町
を
は
い
く
は
い
し
方
二
尺
の
箱
を
負
ひ
中
に
ち
い
さ
き
人

形
を
入
て
家
々
に
来
り

あ
や
な
き
一
ふ
し
に
て
こ
れ
を
ま
は
し
い
と
な
み
と
す

出
所
は
摂
州
西
の
宮
よ
り
来
る
と
そ
世
に
あ
や
つ
り
と
名
付
て
人
形
を
つ
か
ふ
も
こ

れ
よ
り
は
じ
ま
れ
り
と
い
ふ
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火
焼

す
へ
て
十
一
月
に
は
千
社
万
神
の
御
火
焼
と
て
あ
り
幼
童
雅
女
な
み
居
て
音
声
社
を

動
し
て
お
ひ
た
き
の
ん
の
と
ゆ
ふ
し
で
の
神
の
道
す
な
を
な
る
た
め
し
と
か
や

﹇
禁
裏

日
御
門
﹈

（
當
時
　
禁
裏
圖
　
南
北
百
十
一
間
　
東
西
百
壱
間
）

後
光
明
院
御
宇
圖
式
也

禁
外
の
四
方
は
公
家
町
に
し
て
新
院
北
に
あ
ひ
な
ら
び
國
母
仙
洞
南
に
あ
り

【
貮
之
巻
】
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﹇
禁
裏

南
御
門
﹈

紫
震
殿
東
西
十
一
間
南
北
八
間
半
板
敷
に
し
て
四
方
板
縁
也
南
殿
と
号
す

元
日
即
位
等
の
儀
式
に
此
殿
を
用
賢
聖
の
障
子
絹
を
以
て
張
御
縁
の
杉
戸
に
繪
有

殿
上
の
間
東
西
拾
間
南
北
五
間
南
む
き
也
御
階
を
の
ぼ
り
て
小
板
敷
な
り
職
原
抄

侍
醫
参
る
は
此
所
な
り
繪
は
獅
子
に
ほ
た
ん
苅
田
に

等
也
昇
殿
人
の
外
地
下
の

人
此
所
に
の
ぼ
る
事
な
し

清
涼
殿

東
西
十
壱
間
南
北
九
間
半
ら
ん
か
ん
あ
り
板
敷
に
し
て
四
方
縁
也

東
む
き
御
上
段
の
間
帝
鑑
の
繪
圖
同
お
く
の
間
四
季
の
繪
あ
り
二
の
間
四
愛
堂

渕
明
が
菊
周
茂
叔
が
蓮
山
谷
が
蘭
林
和
清
が
梅
の
繪
圖
三
の
間
も
同
じ

下
段
は
板
の
間
竹
に
と
ら
金
花
鳥
の
繪
杉
戸
に
雪
に
梅
竹
芦
に
雁
　

松
に
き
り
ん
雪
枩
に
鳳
凰
し
ば
が
き
苅
田
に
す
ゞ
め
松
に

垣
に
夕
が
ほ
等
の

繪
あ
り
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常
の
御
殿
　
東
西

南
北
十
三

十
間
間
半

半

天
子
の
常
居
也
夜
る
の
御
殿
昼
の
御
座
み
な
此
殿
な
り
御
障
子
に
絹
を
以
て
張

桐
に
ほ
う
わ
う
の
繪
有

御
上
段
の
間
に
竹
林
の
七
賢
人
中
段
は
四
皓
四
老
下
だ
ん
は
九
老
な
り

桓
武
天
皇
ゑ
ん
り
ゃ
く
十
三
年
に
長
岡
の
京
よ
り
此
平
安
城
に
う
つ
さ
れ
し
よ
り
こ

の
か
た
九
百
年
余
を
経
て
二
た
び
他
国
に
う
つ
さ
る
ゝ
事
な
し
千
龝
萬
々
歳
の
地
也

公
卿
殿
上
人
そ
の
品
位
た
ゞ
し
く
朝
政
つ
と
め
給
ふ
う
つ
く
し
き
冠
の
纓
の
左
往
右

往
と
し
て
大
人
の
風
に
裾
を
ふ
か
せ
給
ふ
御
有
さ
ま
お
さ
ま
れ
る
世
の
た
め
し
か
く

こ
そ
あ
る
べ
け
れ
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国
母
と
は
天
子
の
御
母
を
云
又
は
女
院
と
も
い
へ
り
御
子
天
子
に
そ
な
は
り
給
へ

は
御
母
を
た
つ
と
ひ
給
て
何
門
院
と
申
也

后
と
は
天
子
の
御
妻
な
り
后
宮
中
宮
后
妃
な
ど
と
申
也
き
さ
き
の
は
じ
め
て
内
裏

へ
ま
い
り
給
ふ
を
御
入
内
と
云
摂
家
清
花
の
御
む
す
め
后
に
そ
な
は
り
給
ふ
其
外

は
女
御
准
后
更
衣
な
ど
と
申
也

﹇
花
見
之
體
﹈

（
上
段
）
常
さ
へ
あ
る
に
ぎ
を
ん
の
春
は
な
を
い
や
ま
し
の
に
ぎ
は
ひ
也

（
下
段
）
ち
を
ん
ゐ
ん
の
詠
は
さ
ら
也

無
情
を
花
に
な
ぞ
ら
へ
て
し
ば
ら
く
の
た
の
し
み
も
さ
と
り
に
ち
か
き
風

情
と
ぞ
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（
上
段
）
高
臺
寺
花
見
の
て
い

（
下
段
）
み
や
こ
人
す
が
た
の
花
の
い
ろ
く
ら
べ
お
び
た
ゝ
し
き
に
ぎ
は
ひ
也

東
寺
の
庭
に
桜
の
さ
か
り

（
上
段
）
御
室
仁
和
寺
　
花
の
比
は
た
ゞ
な
ら
ぬ
遊
人
花
の
袂
を
ひ
る
が
え
す

寺
の
号
に
よ
り
て
仁
の
こ
ゝ
ろ
を
和
な
り
し

（
下
段
）
北
野
の
境
内
花
見
の
躰
花
洛
の
武
家
衆
馬
を
の
り
此
道
に
う
と
き
少
人
な

ど
に
学
ば
し
む
る
の
地
也
大
内
に
は
左
近
の
桜
な
ど
の
名
花
此
地
は
右
近

の
馬
場
と
い
ゑ
り
花
の
詠
も
か
は
ら
ざ
り
し
と
や
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上
賀
茂
　
社
領
二
千
七
百
石
余

欽
明
天
皇
の
御
宇
に
加
茂
上
下
を
ま
つ
り
初
め
給
ふ

一
社
の
中
な
り

本
社
は
別
雷
神
な
り
神
代
の
む
か
し
い
さ
な
き
の
み
こ
と
火
の
神
軻
遇
突
智
を
斬

て
三
段
と
な
し
給
ふ
そ
の
壱
つ
也
と
そ

【
参
之
巻
】
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（
上
段
）
お
ん
か
く
あ
り
　
第
一
に
し
や
う
の
や
く
第
二
か
つ
こ
第
三
ふ
ゑ
第
四
ひ

ち
り
き
第
五
た
い
こ
第
六
せ
う
こ

そ
れ

く
の
お
ん
か
く
に
て
ま
ひ
あ
り
し
ゆ
せ
う
の
事
也

（
下
段
）
五
月
一
日
あ
し
そ
ろ
え
あ
り
お
な
し
く
五
日
ま
て
つ
か
ひ
と
い
ふ
也

む
ま
か
す
二
十
四
ひ
き
一
と
せ
の
月
を
か
た
と
り
て
赤
と
く
ろ
と
つ
か

ひ
て
は
せ
い
た
す

（
上
段
）
い
か
つ
ち
の
お
か
み
あ
れ
山
の
ま
つ
り
は
夘
月
中
の
む
ま
の
日
な
り

此
日
は
か
く
に
ん
た
ち
み
な

く
馬
に
の
り
御
さ
き
に
た
ち

下
か
も
の
も
り
を
い
つ
る
と
き
と
み
あ
れ
山
に
い
る
と
き

（
下
段
）
五
月
五
日
け
い
は
し
や
う
ふ
の
き
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（
上
段
）
御
あ
ふ
ひ
か
つ
ら
た
か
つ
き
に
も
ち
此
あ
い
た
に
御
さ
か
き
あ
お
に
き
て

し
ら
に
き
て
あ
り
御
む
ま
の
ま
へ
に
目
か
く
し
あ
り
し
ん
め
に
み
お
や

の
御
か
み
の
せ
た
て
ま
つ
り
き
ぬ
か
さ
を
さ
し
か
く
す
う
ち
人
あ
ま
た

（
下
段
）
う
こ
ん
の
は
ゝ
の
ひ
お
り
の
日
と
い
ふ
事
い
せ
も
の
か
た
り
に
か
け
る
も

こ
の
日
を
い
ふ
な
り
　
ま
た
は
う
こ
ん
の
は
ゝ
の
ま
て
つ
か
ひ
と
い
ふ
も

（
上
段
）
か
も
の
う
ち
人
ね
き
は
ふ
り
た
ち
あ
ま
た

（
か
と
の
お
さ
）（
お
ほ
こ
六
ほ
ん
）

（
下
段
）
そ
の
か
み
け
い
は
の
は
し
め
は
こ
れ
た
か
こ
れ
ひ
と
御
く
ら
ひ
あ
ら
そ
ひ

あ
り
し
よ
り
　
此
け
い
は
の
か
ち
ま
け
に
よ
り
て
御
く
ら
ゐ
を
さ
た
め
た

ま
い
し
よ
り
事
お
こ
り
し
と
ぞ
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（
上
段
）（
御
し
や
く
）（
御
た
ち
）

上
か
も
み
お
や
の
御
ま
つ
り
は
中
の
と
り
の

日
な
り
　
此
日
御
へ
い
し
う
　
か
く
に
ん
　
く
ら
つ
か
い
　
こ
ん
ゑ
し

か
も
の
て
ん
そ
う
　
ち
よ
く
し
な
と
あ
り
　
御
く
る
ま
あ
り
御
と
ね
り
せ

ん
の
ふ
ま
る
い
つ
る
　
そ
の
ほ
か
あ
ま
た

（
下
段
）
ら
ち
の
う
ち
に
く
ら
ふ
る
こ
ま
の
か
ち
ま
け
は
の
れ
る
お
の
こ
の
む
ち
の

う
ち
か
ら
と
も
よ
め
り
　
ま
こ
と
に
け
ふ
あ
る
こ
と
な
り

（
上
段
）
た
い
か
う
の
人
御
あ
ま
お
ほ
ひ
の
す
け
か
さ
を
に
な
ふ

（
御
た
て
）（
御
ゆ
み
）

（
下
段
）
五
月
一
日
を
あ
ら
て
つ
か
ひ
と
い
ひ
五
日
を
ま
て
つ
か
ひ
と
い
ひ
な
ら
は

し
た
り
　
さ
れ
は
と
ん
あ
ほ
う
し
の
う
た
に
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御
手
洗
川

此
川
上
は
清
泉
わ
き
い
づ
る
井
あ
り
そ
の
う
へ
に
小
社
を
た
て
井
が
き
ゆ
ひ
か
こ
め

り

下
賀
茂
　
　
社
領
五
百
四
十
石
余

健
角
命
の
む
す
め
玉
よ
り
姫
な
り
こ
れ
を
糺
の
明
神
と
い
ゑ
り
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松
か
崎
本
涌
寺

松
か
崎
本
涌
寺
の
堂
の
ま
へ
に
て
法
花
経
の
題
目
に
ふ
し
を
つ
け
て
拍
子
に
あ
は
せ

て
老
若
男
女
う
ち
ま
し
は
り
と
う
ろ
う
を
か
つ
き
て
お
ど
る
事
な
り

此
お
ん
せ
い
き
は
め
て
人
の
ま
ね
す
る
事
あ
た
は
す
き
め
う
の
お
と
り
な
り

【
四
之
巻
】

干
菜
寺
六
齋

六
月
廿
五
日
此
寺
に
お
い
て
ま
い
ね
ん
六
さ
い
だ
い
こ
の
う
ち
ぞ
め
あ
り

こ
の
日
は
一
日
よ
る
ま
て
き
ん
が
う
の
百
し
や
う
ど
も
う
ち
よ
り
て
六
さ
い
ね
ぶ
つ

申
事
也



『
花
洛
細
見
圖
』

（24）

長
徳
山
智
恩
寺
　
百
万
遍

寺
領
三
十
石
余

浄
土
鎮
西
四
ヶ
の
一
本
寺
　
源
空
上
人
の
弟
子
勢
観
房
の
か
い
き
中
興
淨
忠
上
人
と

い
へ
る
僧
こ
の
寺
を
住
持
し
て
十
ね
ん
を
さ
づ
け
て
疫
病
を
い
や
し
け
る
も
お
り
か

ら
大
き
な
る
じ
ゆ
ず
を
つ
く
り
し
よ
人
こ
れ
に
取
つ
き
高
声
念
仏
を
し
か
ば
　
ゑ
き

れ
い
の
な
や
み
を
は
ら
い
け
り
こ
れ
よ
り
百
万
へ
ん
と
い
へ
る
名
は
付
た
り
と
か
や

吉
田
社
　

社
領
五
百
九
十
石

此
社
は
中
納
言
藤
原
山
蔭
卿
こ
ん
り
う
勧
請
あ
り

一
条
院
御
宇
永
延
元
年
に
は
し
め
て
奉
幣
使
を
た
て
ら
る

禁
裏
に
ち
か
く
し
て
帝
祖
の
長
久
を
守
ら
し
め
た
ま
ふ
御
事
に
ぞ

（
六
十
余
州
諸
社
ヲ
此
所
に
移
す
）



（25）

鈴
聲
山
極
樂
寺
真
如
堂

寺
領
百
五
石

清
和
天
皇
の
御
宇
慈
覚
大
師
の
開
基
也
中
興
か
い
さ
ん
戒
算
上
人

本
尊
弥
陀
慈
覚
大
師
の
作
不
断
念
佛
の
道
場
な
り

紫
雲
山
金
戒
光
明
寺

東
山
新
黒
谷

寺
領
百
卅
石
余

浄
土
鎮
西
四
ヶ
の
一
本
寺
圓
光
大
師
開
基
の

場
也

毎
年
正
月
十
九
日
よ
り
廾
五
日
ま
で
元
祖
ゑ
ん
く
は
う
大
師
の

御
忌
と
て
鎮
西
一
宗
の
末
寺
数
度
の
僧
衆
大
會
式
あ
り



『
花
洛
細
見
圖
』
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慈
照
寺
　
寺
領三拾

四
石
余

應
永
八
年
し
や
う
ぐ
ん
源
義
政
公
こ
ん
り
う
東
求
寺
と
号
す
此
所
弔

す
ま
せ
給
ひ
す
ぐ
に
ほ
だ
い
所
と
せ
ら
る
は
じ
め
庭
の
面
に
閣
を
た
て
ら
れ

銀
は
く
に
て
さ
い
し
き
た
る
ゆ
へ
俗
に
銀
閣
寺
と
名
づ
く

送
火

芋
蘭
盆
會
の
魂
祭
七
月
十
四
日
よ
り
し
や
う
り
や
う
棚
を
し
つ
ら
い

香
花
供
物
を
備
へ
十
六
日
の
夕
に
は
送
火
と
て
あ
り

東
山
に
は
大
松
明
に
て
大
文
字
を
作
る

松
ヶ
崎
に
は
法
の
字
を
と
も
す
事
み
な
お
く
り
火
の
い
わ
れ
な
り



（27）

萬
無
寺

開
基
萬
無
大
和
尚
法
然
院
と
号
す

不
断
称
名
念
佛
の

場
世
に
六
字
詰
の
ね
ん
ぶ
つ
を
と
な
へ
て

鹿
が
谷
風
儀
と
い
へ
る
は
此
寺
の
事
也

種
木
の
ひ
ゞ
き
や
む
時
な
く
佛
名
の
声
不
退
な
れ
ば
い
と
し
ゆ
せ
う
に
そ

【
五
之
巻
】聖

衆
来
迎
山
禅
林
寺
　
寺
領
四
十
三
石
余

文
武
天
皇
の
御
宇
齋
衡
年
中
の
草
創
開
山
真
済
（
真
紹
の
誤
り
か
？
）
元
は
法
相
宗

な
り
　
圓
融
院
の
御
宇
中
興
永
観
律
師
か
い
き
也
　
ぎ
や
う
と
う
ね
ん
ぶ
つ
し
給
ふ

に
本
尊
の
弥
陀
同
じ
く
ぎ
や
う
ど
う
し
う
し
ろ
む
き
た
ま
い
て
　
永
く
は
ん
お
そ
し

と
の
た
ま
ひ
し
を
其
ま
ゝ
お
は
し
ま
し
末
世
の
し
ゆ
ぜ
う
の
し
ん

く
を
お
こ
さ
し

め
給
へ
と
申
さ
れ

し
に
首
其
ま
ゝ
見

か
ゑ
り
な
が
ら
い

ま
も
か
く
て
お
は

し
ま
す
と
い
ゑ
り

西
山
流
儀
の
本
寺

と
し
て
し
よ
け
り

や
う
お
ほ
く
た
ち

講
師
法
問
こ
れ
あ

り



『
花
洛
細
見
圖
』
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瑞
龍
山
天
平
（
太
平
の
誤
り
か
？
）
興
國
南
禅
々
寺

寺
領
五
百
石
　
惣
禄
領
一
千
石

龜
山
法
皇
の
御
願
寺
也

開
基
は
大
明
國
師
普
門
天
海
の
れ
い
に
じ
ゆ
ん
ず
る
に
よ
つ
て
五
山
の
上
に
さ
だ
め

ら
る

南
せ
ん
じ
に
つ
ゞ
き
て
若
王
寺
あ
り
　
く
ま
の
ゝ
ご
ん
げ
ん
を
く
は
ん
ぜ
う
し
た
り

あ
る
せ
つ
に
く
ま
の
ゝ
若
一
王
子
を
く
わ
ん
じ
や
う
せ
し
と
い
ゑ
り

﹇
檀
林
の
図
﹈

た
ん
り
ん
の
事
な
に
し
う
に
よ
ら
す
そ
の
師
を
の
ふ
け
と
い
い
弟
子
を
し
ょ
け
と
い
ふ

し
ょ
こ
く
の
し
ょ
け
を
あ
つ
め
て
一
し
う
の
き
や
う
い
を
さ
と
ら
し
む



（29）

粟
田
口
庚
申
堂

青
蓮
院
御
門
主
の
地
に
三
申
の
社
あ
り

傳
教
大
師
の
御
作
見
ざ
る
き
か
ざ
る
い
わ
ざ
る
と
て
三
ツ
の
猿
を
た
て
た
る
社
な
り

い
つ
も
庚
申
の
日
は
多
少
の
人
爰
に
ま
ふ
で
燈
明
供
物
を
そ
な
へ
て
拝
す

是
は
人
の
心
を
さ
る
に
た
と
へ
　
目
に
見
　
耳
に
聞
　
口
に
か
た
る
事
を
つ
ゝ
し
ま

ざ
る
ゆ
へ
な
り
と
い
ふ
事
を
表
せ
り

粟
田
口
祭
　
　
九
月
十
五
日

あ
は
た
口
ま
つ
り
は
天
王
八
天
王
子
と
申
て
祭
の
鉾
あ
ま
た
太
く
重
く
こ
し
ら
へ
此

所
の
人
に
さ
ゝ
せ

な
ん
せ
ん
し
の
ま
へ
を
北
へ
黒
谷
大
路
を
わ
た
る
此
は
し
を
わ
た
す
を
け
ん
ふ
つ
の

第
一
と
し
ら
く
中
の
貴
賤
あ
し
を
つ
ま
た
つ
事
也



『
花
洛
細
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東
山
長
樂
寺

本
そ
ん
十
一
め
ん
く
は
ん
を
ん
也
　
宇
多
院
の
御
こ
ん
り
う

安
徳
天
皇
の
御
衣
幡
に
ぬ
い
て
此
寺
に
あ
り
　
寺
領
八
石
四
斗

東
山
大
谷
寺
智
恩
院

寺
領
六
百
八
拾
三
石
余

順
徳
院
の
御
宇
建
暦
元
年
に
こ
ん
り
う
　
開
基
圓
光
大
師
日
本
鎮
西
浄
土
惣
本
寺
也

一
心
院
は
ち
を
ん
ゐ
ん
の
上
に
あ
り
　
ゑ
ん
く
わ
う
大
し
の
す
み
給
ひ
し
あ
と
と
い

ゑ
り

又
吉
水
は
ゑ
い
さ
ん
の
内
に
同
名
有
　
こ
ゝ
の
吉
水
は
丸
山
の
へ
ん
に
あ
り
そ
の

か
み
慈
鎮
和
尚
こ
ゝ
に
住
給
ひ
し
ゆ
へ
に
吉
水
お
し
や
う
と
号
す
と
か
や



（31）

東
本
願
寺
御
塚

丸
山
安
養
寺
　
　
寺
領
八
石
三
斗
余

長
樂
寺
の
北
に
あ
り

時
宗
な
れ
ど
も
遊
行
の
末
寺
に
は
あ
ら
ず
と
そ

寺
中
に
池
あ
り
　
慈
鎮
和
尚
の
住
た
ま
ひ
し
吉
水
と
い
ふ
は
こ
れ
也

今
は
み
な
ゆ
う
ら
ん
し
ゆ
ゑ
ん
の
宿
に
な
り
て
座
敷
ひ
ろ
く
し
つ
ら
い

遊
人
の
は
た
ご
出
し
て
業
と
す

寺
家
い
づ
れ
も
お
な
し
く
尼
と
法
師
と
ふ
う
ふ
に
て
住
け
り



『
花
洛
細
見
圖
』
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﹇

園
社
﹈

清
和
天
王
貞
観
年
中
に
山
州
愛
宕
郡
八
坂
の
郷
に
は
し
め
て
鎮
座
也
　
是
よ
り
東
丸

山
長
と
く
し
　
さ
う
り
ん
し
東
本
願
寺
御
は
か
所
な
と
へ
の
道
す
じ
　
き
お
ん
の
寺

領
百
六
石
余
　
此
西
東
を
き
お
ん
は
や
し
と
い
ふ
　
本
名

陀
園
な
り
　
此
う
し
ろ

み
な

く
き
お
ん
は
や
し
と
い
ふ
　
ち
お
ん
ゐ
ん
三
条
な
と
へ
ぬ
け
道
あ
り

【
六
之
巻
】

金
玉
山
雙
林
寺

寺
領
二
十
四
石
五
斗

中
興
國
阿
上
人
の
開
基
平
判
官
康
頼
む
ほ
ん
を
お
こ
し
　
わ
う
が
嶋
へ

な
が
さ
れ
三
年
の
後
召
帰
さ
る

そ
れ
よ
り
此
寺
に
こ
も
り
居
て
寳
物
集
を
作
れ
る

此
寺
さ
い
ぎ
や
う
ほ
う
し
か
あ
い
せ
し
桜
な
り
と
い
へ
る
名
木
あ
り

（
と
ん
あ
ほ
う
し
や
す
よ
り
入
道
さ
い
き
ゃ
う
三
人
の
は
か
也
）
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＜後記＞ 

◆今号編集途中に“池見教授　館長退任”のニュース
が飛び込んできた。今年度は副学長職兼任でもあり、
多忙によるご疲労は極に達するものであったと思わ
れる。“わたくし”を捨てて、本学図書館のために
文字通り尽力された教授に館員一同感謝申上げたい。 




